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町の人口と世帯数

際;』獄人口

計14，548人
到j

世帯数r！3，896世帯
(S57年3月31日現在） ‐

P色1

No.192

''1

|，

|｜

|||

－

M朋剛I
ロー

剛剛
■■

一一

’

■■Ⅱ



』

金 木 だより（2）

昭
和
五
十
七
年
度
の
わ
が
町
の
台
所
を
ま
か
な
う

当
初
予
算
は
、
こ
の
た
び
の
第
九
十
九
回
町
議
会
定

例
会
で
一
部
修
正
の
う
え
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度

の
当
初
予
算
額
よ
り
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
十
七
億

四
千
七
百
九
十
七
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
八
億
二
千

六
百
六
十
八
万
二
千
円
、
水
道
事
業
会
計
は
一
億
九

千
五
百
七
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4 千万円
歳
入
で
は
、
国
・
県
に
依
存

し
て
い
る
依
存
財
源
が
総
額
二

十
一
億
二
千
百
二
十
九
万
七
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
総
額

の
七
十
七
・
二
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
地
方
交
付

税
が
十
二
億
六
千
八
百
十
三
万
分
担
金
及
び
負
担
金
三
千
七
七
十
三
万
二
千
円
（
九
・
六
％

歳
入●

九
千
円
（
全
体
の
四
六
・
二
％
）

町
憧
三
億
一
千
七
百
二
十
万
円

（
二
・
五
％
）
、
国
庫
支
出

金
三
億
百
六
十
九
万
七
千
円
（

二
％
）
、
県
支
出
金
一
億
六

千
八
百
六
十
四
万
一
千
円
（
六

・
一
％
）
、
地
方
譲
与
税
四
千

百
万
円
（
一
・
五
％
）
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
二
千
四
百
万

円
（
○
・
九
％
）
、
交
通
安
全

対
策
交
付
金
が
六
十
二
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
町
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る
自
主
財
源
は
、

六
億
二
千
六
百
六
十
八
万
一
千

円
で
そ
の
内
訳
は
、
町
税
が
四

億
三
千
五
百
八
十
四
万
九
千
円

（
全
体
の
一
五
・
九
％
）
、
繰

入
金
五
千
七
百
二
万
四
千
円
（

二
・
一
％
）
、
使
用
料
及
び
手

数
料
四
千
八
百
十
一
万
九
千
円
、

百
七
十
五
万
七
千
円
、
諸
収
入

三
千
八
十
五
万
七
千
円
、
繰
越

金
一
千
万
円
、
財
産
収
入
七
百

七
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
目
的
別
内
訳
を
見
る

と
民
生
費
が
四
億
九
千
六
百
七

十
一
万
四
千
円
で
全
体
の
十
八

・
一
％
を
占
め
、
以
下
総
務
蜜

三
億
三
千
六
百
八
万
六
千
円
（

十
二
・
二
％
）
、
消
防
費
三
億

一
千
四
百
八
十
八
万
七
千
円
（

十
一
・
五
％
）
、
土
木
費
三
億

六
百
八
十
六
万
円
（
十
一
・
二

％
）
、
農
林
水
産
業
蛮
二
億
七

千
九
百
四
十
三
万
四
千
円
（
十

・
二
％
）
、
衛
生
喪
二
億
七
千

百
三
十
五
万
一
千
円
（
九
・
九

％
）
、
教
育
費
二
億
六
千
二
百

歳
出

●
〆－1世帯あたり負担額一

単位：円

鐘』&‘
屋一一’

民1人あたり負担金一一

単位：円

）
、
公
債
費
二
億
四
千
百
九
万

円
（
八
・
八
％
）
、
そ
の
他
と

し
て
、
議
会
没
六
千
七
百
万
一

千
円
、
商
工
費
四
千
二
百
八
万

二
千
円
、
災
害
復
旧
蜜
三
千
九

十
万
六
千
円
、
労
働
饗
九
百
九

十
七
万
円
、
諸
支
出
金
五
万
四

千
円
、
予
備
蟹
が
八
千
八
百
八

十
一
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一
方
、
性
質
別
に
み
る
と
、

議
員
報
酬
、
特
別
職
及
び
職
員

給
料
な
ど
の
人
件
費
が
、
七
億

29，959

七
千
六
百
二
十
三
万
七
千
円
（

全
体
の
二
十
八
・
三
％
）
、
道

路
工
事
費
、
保
育
所
改
築
費
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
費
な

ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
、
七

億
二
千
九
百
九
十
六
万
八
千
円

（
二
十
六
・
六
％
）
、
水
道
事

業
会
計
繰
出
金
、
金
木
病
院

負
担
金
、
一
部
事
務
組
合
負

担
金
な
ど
の
補
助
費
等
が
四
億

七
千
三
百
三
十
万
八
千
円
二

十
七
・
二
％
）
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

,▼■.
■._■－1■

６
８
２
４
１

５
３
１
４
２

４
３
０
５
５

１
１
２
５
１

４
５
１

腰
．

》

i』吸う二部篭姐‘"l』上‘11:‘-1

一再も缶,．．，r玉~，豆F’一4

町民税11，102

固定資産税-13,748

町たばこ淵費税3,217

電気税1,485

その他407



(3)金木だより

｢－－民生費、

昭和57年度一般会計

総額”億

○第四保育所改築72,928

○嘉瀬老人福祉センター建設

36，328

○老人医療扶助費87,456

○街灯新設、修理及び電気料

7,060

○津軽北部老人福祉事務組合負担

金6,484

○老人クラブ助成金2,105

○精薄施設組合負担金1,523

○喜良市老人憩の家屋根工事

1,000

○金木町社会福祉協議会補助金

1，158

●

皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
一
届

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
予

算
を
も
と
に
様
々
な
施
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
単
位
・
千
円
）

民生費

18．11

務費費

12．212．212．2

11．511．5F総務島司 農林水産業費

歳出
(111M)

消防費11.2
○集団営農機械施設整備事業補助

金13，650

○広域農道整備55,012

○農免農道整備10,638

○嘉瀬線林道開設工事10,000

○公有林造林作業賃金3,000

○間伐賃金1,000

○利子補給金25,966

○転作中核集団育成対策費助成金

4,690

○転作特定作物振興対策費助成金

6，900

○転作実践集団育成事業費助成金

2,200

○転作作物試験展示ほ設置事業饗

助成金1,100

○金木だより印刷費1,680

○納税貯蓄組合完納報償金等

8，212

○青森県知事選挙費2,265

○交通安全施設工事620

震森永産業費

Lツーで510．2

鱗
｢－土木費一コ や

竜 の
。
”

○町道工事費

○町営住宅建設

○町道大東ヶ丘線工事

○町道維持費

○町道舗装工事費

○岩木川堤防除草委託料

96,500

78,300

39,070

5，706

2,300

2，470

型
Ｓ
恥

●
F－衛生費－－1

｢ー商工費－1

○水道事業会計繰出金

108,822

○金木病院負担金68,366

○西北五衛生処理組合負担金

35，285

○成人病検診委託料1,615

○予防接種費用3,894

○駆虫剤購入費1,000
ー3

○霊園墓石工事費1,450

０
０
０
０
０
０

０
０
４
０
０
０

５
０
０
５
５
０

５
６
２
２
１
１

ｌ等

金
築
事

資
改
金
金
工

出
所
成
成
所

会
便
助
助
金
詰

協
衆
会
り
成
人

証
公
工
つ
助
理

保
園
商
ま
り
管

用
公
町
ら
つ
園

信
野
木
く
ま
物

県
芦
金
さ
夏
動

○
○
○
○
○
○

r－教育費－1

○金小校舎通路舗装工事

○金小境界土留工事

○川小プール改修工事

○嘉小水道管補修工事

○嘉小土留工事

○嘉小体育館屋根塗装工事

○喜小グランド整備工事

○南中前庭整地工事

○金中校舎補修工事

1,800

2,400

1,300

1,641

1，620

900

1,600

3,000

1,000

I－一消防費一一’

○津軽北部消防事務組合負担金

134,811

○金木消防署兼金木町消防団庁舎

新築154,749

○消防ポンプ自動車購入7,500

○防火水槽設置工事2,700

災害復旧

○更生地区災害復旧工事費

30,000



金木だより（4）

調
日
㈱
㈱

●
さ
く
ら
ま
つ
り
開
会
式

●
小
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
他

町
内
行
進

●
県
下
馬
力
大
会

●
北
地
区
春
季
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

●
第
九
回
秋
谷
杯
争
奪
兼
第
十

三
回
中
学
校
庭
球
大
会

●
金
木
町
朝
野
球
協
会
オ
ー
プ

ン
戦

●
ペ
ア
ク
イ
ズ
「
出
発
進
行
撃

退
」

●
金
木
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
カ

ラ
オ
ケ
大
会
（
第
一
回
）

●
茶
道
遠
州
流
野
立

●
デ
ィ
ス
コ
体
操
競
演

（
五
日
ま
で
）

鋤
日
㈲

●
三
浦
み
の
る
・
知
恵
子
民
謡

歌
謡
シ
ョ
ウ

●
金
木
町
合
同
慰
墾
祭
前
夜
祭

１
日
出

●
第
十
一
回
北
五
防
犯
少
年
野

行
事
日
程
表

さ
く
ら
ま
つ
り

衆
必
鞭
四
月
二
十
九
日
～
五
月
五
日

球
大
会

●
金
木
町
合
同
慰
璽
祭

●
奴
踊
り
保
存
会
発
表
会

（
鎌
田
稲
二
行
）

●
ク
イ
ズ
「
ト
ッ
プ
・
ト
ッ
プ

」
？
．
？
．
？
．

●
新
舞
踊
発
表
会

（
生
駒
育
代
照
秀
会
一
行
）

２
日
日

●
第
二
回
さ
く
ら
ま
つ
り
小
中

学
校
相
撲
大
会

●
第
十
三
回
西
北
五
中
学
校
選

抜
野
球
大
会

●
金
木
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
カ

ラ
オ
ケ
大
会
（
第
二
回
）

●
蛇
年
夏
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
シ

ョ
ウ

３
日
㈲
㈱

●
消
防
団
合
同
観
閲
式

●
第
九
回
北
五
中
学
校
卓
球
大

〈
室

●
ク
イ
ズ
「
勝
抜
ゲ
ー
ム
」

●
高
田
修
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ

演
奏
会

●
木
造
民
謡
協
会

（
藤
本
安
男
一
行
）

●

（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専
属

金
木
町
出
身
）

●
津
軽
民
謡
手
踊
り
研
究
会

（
三
上
キ
ナ
一
行
）

４
日
㈹

●
津
軽
土
佐
犬
斗
技
大
会

●
澤
祁
蝿
シ
ョ
ウ

●
第
主
回
西
北
五
中
学
校
選
抜

野
球
大
会
（
準
決
勝
・
決
勝
）

●
第
十
一
回
西
北
五
中
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
津
軽
民
謡
発
表
会

（
白
川
鉄
男
一
行
）

●
斉
藤
又
四
郎
シ
ョ
ウ

●
県
下
ほ
ら
ふ
き
大
会

●
津
軽
民
謡
手
踊
り
シ
ョ
ウ

（
五
所
川
原
民
謡
協
会
一
行
）

●
花
火
大
会

５
日
㈱
㈱

●
第
六
回
芦
野
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

●
県
下
銃
剣
道
大
会

●
金
木
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
カ

ラ
オ
ケ
大
会
（
第
三
回
）

･
…

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
啓
発
と
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

選
挙
法
の
第
六
条
に
お
い
て

選
管
で
は
、
常
に
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
選
挙
人
の
政
治
常
識
の

向
上
に
努
め
、
特
に
選
挙
に
際

し
て
は
、
投
票
の
方
法
、
選
挙

に
関
連
し
て
選
挙
人
の

志
に
よ
っ
て
明
る
い
選

進
し
よ
う
と
す
る
目
的

和
三
十
六
年
に
、
金
木

く
正
し
い
選
挙
推
進
協

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

、
投
票
の
方
法
、
選
挙

句
ざ
凸

そ
の
他
必
要
な
こ
と
力

挙
人
に
周
知
さ
せ
る
よ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

上
映
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
成
果
は
か
な
ら
ず

し
も
あ
が
ら
ず
、
結
成
以
来
も

何
度
か
の
選
挙
違
反
な
ど
が
あ

り
、
こ
の
地
味
な
運
動
の
む
ず

か
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
〃

せ
ん
き
よ
の
知
識
〃
も
選
挙
啓

発
の
一
環
と
な
る
訳
で
す
が
、

金
木
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
と
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
話
し
合
い
，
に
よ
っ
て
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

〃
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(5)金木だより

火を消した？

これがわが家の

合言葉

優
秀
消
防
長
賞

優
秀
署
長
賞

優
秀
学
校
長
賞

″

ア
イ
デ
ア
賞

〃 〃〃

ね
る
前
に
習
慣
付
け
よ
う
火
の
し
ま
つ
’
１
：
…
…
！
：
川
小
六
年
浅
利
勝
博

ぽ
く
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
消
防
士
：
…
…
…
‐
…
，
…
…
…
；
喜
小
六
年
山
山
誠

も
う
一
度
火
の
も
と
点
検
火
覗
は
な
し
：
…
…
…
…
…
：
金
小
六
年
長
谷
川
茂
樹

小
さ
な
火
自
分
で
で
き
る
火
の
し
ま
つ
１
．
１
…
…
…
‐
粥
小
六
年
斉
藤
泉

寝
る
前
に
出
か
け
る
前
に
火
の
て
ん
け
ん
…
：
！
…
…
…
喜
小
六
年
今
仁
史

マ
イ
ホ
ー
ム
ゆ
だ
ん
を
す
れ
ば
た
だ
の
ご
み
…
！
…
…
：
金
小
六
年
原
田
貴
野

な
め
ん
な
ょ
／
，
小
さ
な
火
か
ら
家
は
灰
…
…
ｉ
…
…
…
…
嘉
小
六
年
須
崎
秀
勝

消
防
士
働
か
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
…
…
…
…
…
…
…
Ｉ
：
喜
小
六
年
中
川
路
恵

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
、

消
防
本
部
（
消
防
長
・
桜
庭
達

三
）
で
は
、
組
合
管
内
小
学
校

五
・
六
年
生
を
対
象
に
「
火
災

予
防
標
語
」
を
募
集
、
審
査
会

（
会
長
・
野
宮
雄
造
同
組
合
議

会
議
長
）
を
行
な
い
、
そ
の
結

果
、
殿
優
秀
管
理
者
賞
に
当
町

金
木
小
学
校
六
年
塚
本
和
毅
君

の
作
品
「
火
を
消
し
た
？
こ
れ

が
わ
が
家
の
合
言
葉
」
が
兄
帳

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
謡
は
、
Ｍ
組
合
五
十

七
年
度
中
の
火
災
予
防
運
動
期

間
中
の
統
一
標
語
と
し
て
使
用

さ
れ
る
ほ
か
、
全
国
標
語
応
募

作
品
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
当
町
小
学
校
の
作

品
が
多
数
入
選
し
ま
し
た
。 ●

西
北
五
地
区
家
畜
飼
益

擬
生
琿
境
改
善
共
励
会

金
木
町
か
ら
四
名
受
賞

第
一
四
西
北
五
地
Ⅸ
家
畜
飼

養
衛
生
環
境
改
善
共
励
会
養
豚

の
部
の
表
彰
式
が
三
月
十
九
Ⅱ

木
造
町
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、
飼
餐
管
理
、
他
康

管
理
、
環
境
保
全
の
三
項
Ⅱ
に

つ
い
て
採
点
し
各
貧
が
決
定
さ

れ
た
も
の
で
、
当
町
か
ら
は
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
優
秀
賞加
藤
繁
悪
良
市

加
藤
磐
金
木

○
ア
イ
デ
ア
賞

津
燭
俊
雄
金
木

○
共
励
賞神
島
定
雄
嘉
瀬

川
中
界
次
（
罪
）
金
水

泉
谷
朱
型
（
誠
治
）
川
倉

竹
谷
忠
（
正
信
）
謀
良
市

工
藤
紀
子
（
孝
則
）
金
木

大
橘
佳
奈
子
（
薫
）
醤
良
市

西
村
優
也
（
勉
）
喜
良
巾

棟
方
学
美
（
修
司
）
嘉
瀬

工
藤
一
成
（
俊
二
藤
枝

伊
藤
美
幸
（
勇
）
嘉
瀬

戸籍の窓お
め
で
と
う

へ

3

ﾉﾆj
ー

●
工
藤
一
弥
（
一
弘
）
喜
良
市

工
藤
育
突
（
真
裕
）
藤
枝

白
川
か
お
り
（
勝
治
）
金
木

岡
田
誠
（
定
義
）
喜
良
市

小
野
雅
也
（
春
光
）
嘉
瀬

坂
本
隼
也
（
繁
）
金
木

白
川
綾
子
（
輝
彦
）
時
川

田
巾
涼
子
（
年
男
）
金
木

山
旧
芳
史
美
（
勝
治
）
金
木

秋
元
裕
介
（
一
贋
）
金
木

佐
井
川
太
郎
（
仁
）
金
木

（
唖
釧
久
》
一
一
奉
極
郵
苛
毒
林

（
識
袈
蕊
志
諦

（
函
辞
徳
毒
（
毒
奉
咋
）
壷
所
幟

（
総
テ
鰯
譲
豪
銀

（
鍛
鋸
ツ
タ
識
癖
埋
葬
力
輔

（
郷
咄
詫
銅
諏
浩
一
催
里
叫

（
稗
趣
孝
誠
一
蔀
唾
一
壷
所
岼

（
叩
榊
斡
誇
（
岸
壁
準
）
輻
前
輌

露
岡
謨
（
蕊
篶
需

（
峅
癖
詫
畦
一
鏥
縮
一
零
カ
噸

お
し
あ
わ
せ
に

米
谷
雅
子

今
そ
め

村
旧
タ
マ
ヱ

白
川
清
治

長
利
そ
よ

新
岡
よ
そ

鴫
海
金
四
郎

外
崎
タ
ミ

長
尾
貞
一

加
街
谷
サ
ミ

飯
塚
能
成

今
松
雄

葛
西
よ
そ

伊
南
政
治
郎

森
勇
佐

へへ

中古金三
村川尾潟

力

鑿籍

三
月
号
で
、
名
前
の
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

命
酷
由
》
壱
一
霊
郵
）
幟
浦
蹄

や

（
罐
由
霊
一
雲
一
種
鶏

お
詫
び

お
く
や
み
一

へヘヘヘヘヘヘーべへへ〆一へへへへ
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川
倉

埼
玉
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喜
良
市

青
森
市
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『

だ より（6）金木

昭和57年度1次

2等陸･海･空士の募集 乳幼児の健康診査

口募集期間

昭和57年4月1日から

6月30日まで

口試験期日

受付時に通知します‐

口試験場

自衛隊青森地方連絡部

五所川原募集事務所

五所川原市末広町29の4

事業主のみなさんへ
昭和57年度労働保険料の

申告納付について

労働保険の昭和57年度概算保険

料と昭和56年度確定保険料の申告

納付をしていただく時期になりま

した。すでに噸業主のみなさんに

は、申告のための用紙を送ってお

りますが、この申告書に保険料を

添えて、法定期限にあたる5月15

日までに股寄りの銀行か郵便局へ

お納めください。

青森県雇用保険課

不動産取引について
5月20日から宅地建物取引業法の

一部が改正され、不動産業者に土

地や建物の売買の仲介を頼む場合、

II約束ではなく、必らず書面で媒

介契約を行なうことになりました。

契約をするときは、建設省が作成

した「標準媒介契約約款」を御利

ハ]下さい。青森ﾘ,!:土木部

（3カ月児健康診査）

口受付日時

5月20日（木）

午後1時～2時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和57年2月生まれ

口歳6カ月願康診蚕）
口受付日時

5月20日（木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和55年11月生まれ

むつ湾フェリー運航再開
●

口運航期間

昭和57年4月15日から

11月10日まで

口時刻表

下表とのおり

□その他

・身障者割引等、各種割引があり

ます。

・小荷物を格安で取り扱っており

ます。

・バス、旅館、民宿、食事休憩等

の手配、観光案内など無料でサ

ービスします。

※詳しいことは、次の各営業所へ

おたずねください。

蟹川営業所q趣）
脇野沢営業所017544-3371

＝

、

(g歳児健康診査）

口受付日時

5月27日（木）

午後12時30分～1時30分

口場所

中央公民館

口対象

昭和53年11月～昭和54年1月

生まれ

･

蟹田着
冠

脇野沢着蟹田発 脇野沢発
一

7:15 2便 10:008：351便 8：50

’

4便 14:203便 10:35 11:45 13:10
戸

15:405便 6便 17:15 18:2516:50

児童生徒の明るい選挙啓発標語集■

○あなたの一票で町を変えませんか…･……･…‐

○美しい町を作りあげよう私たちの手で-……

○あなたの一票は政治への一歩である……･…

○あなたの一票は町の基盤一………･………･…･…-‐

古．
｢可 松
田
藤
多

樹

智子

胤美

由紀子

．…一一･･…･･･…･･･金中3年

一一一・--‐--‐-．‐-．‐-－．．〃
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